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 令和６年度 予算概要

道路保全企画Gからの連絡事項
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令和６年度道路関係予算総括表

令和6年度 道路関係予算概要(R6.1） 抜粋 2



公共事業関係費（政府全体）の推移

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 3



道路関係直轄予算の推移

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 4



令和６年度 主要施策の基本方針

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 5



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 6



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 7



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 8



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 9



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 10



令和６年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 11



令和６年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋 12



【参考】防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
13



【参考】道路施設の点検・修繕等措置の状況

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
14



 定期点検要領の改訂（概要・ポイント）

道路保全企画Gからの連絡事項

15
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定期点検要領の改訂（概要・ポイント）

１）点検の質
①診断結果のばらつき
②診断の根拠が不明
③措置の妥当性

２）点検の負担
①点検データの活用が不十分
②技術者不足
③新技術の活用が不十分

１）点検の質の確保
①診断（性能の推定）の記録方法の変更
・『性能の推定（見立て）』の記録の追加
→診断過程の見える化
・定期点検結果記録要領（別冊１）
→診断に関する専門的内容

２）点検の効率化・合理化
①点検項目・記録の合理化、記号化（様式の変更）
・主たる構成要素
→①上部構造、②下部構造、③上下部接続部
・想定する状況
→①活荷重、②地震、③豪雨・出水
・点検時点の技術的評価
→Ａ：問題なし

B：致命的でない程度
C：致命的な状態で判定

・橋全体の健全性評価
（部材の判定区分による橋全体の評価の削除）

②所見（様式３）追加
（変状の原因、次回点検までの状態、措置必要性）

③点検計画の策定
・点検支援技術活用において点検計画策定要領の
策定

・１月下旬～２月２６日
各道路管理者（自治体等）への意見照会
・３月上中旬
定期点検要領の改定（自治体への通知）

定期点検の課題
対応策

今後の予定
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第19回道路技術小委員会（令和5年10月2日）資料 抜粋17



第19回道路技術小委員会（令和5年10月2日）資料 抜粋18



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋19



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋20



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋21



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋22



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋23



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋24



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋25



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋26



佐貫大橋における新技術活用事例（１／２）

橋梁概要

橋名：佐貫大橋（中国横断自動車道
姫路鳥取線）

橋長：233.5ｍ
橋梁形式：2径間連続PC波型ウェブ箱桁橋
対象部位・部材：第1・2径間上部工
対象とする変状の種類
：ひびわれ、剥離、腐食等

従来点検 新技術活用点検（橋梁点検車（バケット式）） （小型点検ドローン：J2）

点 検

【点検手法】

佐貫大橋は桁下が河川であり、橋脚付近の桁高が高いため、
過年度点検では中国技術事務所貸与の橋梁点検車（バケット
式）により実施されている。

【交通規制・点検時間帯】

点検の際に、鳥取道の規制が必要である。通常は鳥取自動
車道出張所により、他工事・業務と併せて決められた期間内
で集中規制が行われるためその規制内で点検を行う。自専道
の通行止め規制のため、通常夜間作業となる。

橋梁点検車（バケット式） P1橋脚付近

【点検手法】

本点検では、「全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技
術：J2」を用いた。「J2」は特殊センサーによる衝突回避機能が搭

載されており、操縦に特別な技術は不要である。また衝突回避
機能により、狭隘箇所の侵入・撮影が可能である。

【交通規制・点検時間帯】

桁下河川護岸・管理道から飛行・操縦可能であるため、交通規
制は不要である。交通規制が不要のため、昼間に点検を行った。

ドローン（J2）点検状況 ドローン操縦状況

側面図

断面図

橋長 L=233500

350 116400 116400 350

A2

P1

A1

515 9270 515

10300

116400

P1A1

1
03
0
0

116400

P1 A2

10
3
0
0

第1径間 平面図

第2径間 平面図
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項目 従来技術 点検支援技術 新技術の具体的な効果や活用にあたっての課題

外業
橋梁点検：2日(夜）
交通規制：集中規制

橋梁点検：1.0日(昼）
交通規制：路肩規制

【効果】点検日数の縮減、交通規制、特殊運転手が不要
【課題】第三者措置は別手法が必要。雨天時は点検中止。

内業
野帳・写真整理
点検調書作成

従来技術と同様
【効果】従来技術とほぼ同作業
【課題】AI判定技術の開発や点検調書作成システムの改良

(その他比
較) 安全性：低 安全性：高

従来技術では、作業員の事故や交通事故等の危険性が伴う
が、点検支援技術では低減される。

合計金額 1,493.5千円 326.1千円 【効果】点検日数、機械経費削減により、コスト縮減となった。

工程 2日（夜間） 1日（昼間） 【効果】点検日数削減および昼間作業が可能となった。

佐貫大橋における新技術活用事例（２／２）

点検支援技術（ドローン）の活用（橋面以外の全箇所）における従来技術（橋梁点検車）との比較

点 検

■コ ス ト：従来技術より約1170千円のコスト縮減
■点検日数：従来技術より1.0日短縮および昼間実施可能

（交通規制準備や点検車の展開時間を削減）
■道路規制：道路規制は不要

1,493,500

326,100

従来技術
橋梁点検車(ﾊﾞｹｯﾄ式)

点検支援技術
小型点検ドローン(J2)

機械経費

・特殊運転手(夜間)
・橋梁点検車リース
・機械損料
・燃料費　等

・ドローン使用料
・機械損料　等

点検日数 2.0日（夜間） 1.0日（昼間）

道路規制
日数

2.0日
（夜間・鳥取道集中規制）

1.0日
（昼間・路肩規制）
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米子大橋における全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術
及びワイヤ吊下式目視点検ロボット活用事例（１／２）

橋梁概要 ・橋名：米子大橋（国道９号） ・橋長：５３９．２ｍ
・橋梁形式：３径間連続非合成鈑桁橋３連＋３径間連続鋼非合成箱桁橋
・対象部位・部材：渡河部の上部構造及び下部構造において活用
・対象とする変状の種類：腐食、ひびわれ、剥離・鉄筋露出など

従来技術 点検支援技術活用

・夜間作業
（山陰道通行止め規制等）

・昼間作業（桁下作業）

全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術による点検状況

（大型橋梁点検車）
（全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術

及びワイヤ吊下式目視点検ロボット活用事例）

点 検

ワイヤ吊下式目視点検ロボットによる点検状況

ドローン本体

ワイヤ吊下式目視点検
ロボット本体

現地確認用モニター画面

現地確認用モニター画面
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項目 従来技術 点検支援技術 具体的な効果や活用にあたっての課題

外業
橋梁点検車

（無償貸付機械）
による近接目視

ドローン＋
吊下式ロボット
による写真撮影

＋ロープ高所作業

・点検支援技術は、昼間作業となり安全性が向上する。

・点検支援技術により撮影した画像は、モニターによるリアル
タイム現地確認（損傷程度の把握）が可能である。
・「うき」が疑われる箇所の打音検査にロープ高所作業が必要。

内業
点検調書

への写真整理
点検調書への写真整
理（データ解析含）

・撮影した写真から点検調書を作成するのは従来技術も点検
支援技術も同じであるが点検支援技術はデータ解析が必要。

比較対象
現地点検
＋規制費

現地点検

＋解析費
・点検調書作成に係る費用は、従来技術と点検支援技術い
ずれも標準歩掛を適用するため、比較対象に含めない。

合計金額 ８，５００千円 ７，９４０千円
・点検支援技術活用時は大型橋梁点検車及び山陰道夜間通
行止め規制が不要となり経済的である。

現地工程 ３日 ８日 ・従来技術に比べて点検支援技術は現地工程が長くなる。

点検支援技術活用範囲
おける比較

８，５００千円

⇓

７，９４０千円

約５６０千円
のコスト縮減

点 検米子大橋における全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術
及びワイヤ吊下式目視点検ロボット活用事例（２／２）
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煌花橋における新技術活用事例（１／２）

橋梁概要

橋名：煌花橋（（主）溝口伯太線）
橋長：160.00ｍ
橋梁形式：鋼３径間連続箱桁橋
対象部位・部材：桁下から17ｍを超える

範囲の下部工
対象とする変状の種類：ひび割れ

従来点検 新技術活用点検（ロープアクセス）

（CRシステム（クラック記録システム））

【点検手法】
煌花橋は橋脚が30ｍであり、橋梁点検車では橋脚を全て点
検することができない。従来工法としてはロープアクセスが挙
げられる。

ロープアクセス状況

【点検手法】
本点検では、「CRシステム（クラック記録システム）」を用いた。
CRシステムは、コンクリート構造物の表面を自動首振り雲台に
より自動撮影した画像から、ひびわれ・漏水・断面欠損等可視的
に確認可能な損傷を記録する技術である。

調査機器の例 橋脚損傷図

コウカハシ
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煌花橋における新技術活用事例（２／２）

32



本山歩道橋における新技術活用事例（１／３）

橋梁概要

橋名：本山歩道橋（（国）１８０号）
橋長：121.00ｍ
橋梁形式：３径間単純鋼鈑桁橋
対象部位・部材：下部工
対象とする変状の種類：ひび割れ

従来点検 新技術活用点検（ロープアクセス）

（社会インフラ画像診断サービス「ひびみっけ」）

【点検手法】
本山歩道橋の橋脚(２基)については、菅沢ダムの日南湖内に
設置されており、橋脚の高さは、概ね30ｍである。従来工法と
してはロープアクセスが挙げられる。

ロープアクセス状況

【点検手法】

本点検では、「社会インフラ画像診断
サービス「ひびみっけ」」を用いた。本
技術は、コンクリート構造物を撮影した
写真からコンクリートに発生する「ひび
われの自動検出」と「ひびわれ幅の自
動計測」について、AI を活用した画像
解析で行うシステムである。

ドローン使用状況

ひびわれ解析結果
及び合成画像

モトヤマホドウキョウ
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本山歩道橋における新技術活用事例（２／３）

従来工法による近接目視可能範囲
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本山歩道橋における新技術活用事例（３／３）
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各道路管理者の点検支援技術の活用実績一覧

①点検支援技術の活用実績
②点検支援技術性能カタログ（案）

技術番号
③NETIS登録番号

鳥取県 【橋梁】

 ＣＲシステム（クラック記録システム） BR010033-V0223
(公財)鳥取県建設技術センター
ME230208-78

－

社会インフラ画像診断サ-ビス「ひびみっけ」 BR010024-V0323 KT-190025-VR

大山町 【橋梁】

 ＣＲシステム（クラック記録システム） BR010033-V0223
(公財)鳥取県建設技術センター
ME230208-78

－

NEXCO西日本 【橋梁】

 構造物モニタリングシステム（AutoCIMA・ハンディカメラ） － KK-150046-A ハンディカメラ
は登録なし

 赤外線調査支援システム「Jシステム」 － SK-110019-VE

 全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術 BR010009-V0323 －

 点検用タブレットを活用した詳細点検 － －

鳥取河川
国道事務所

【橋梁】
 全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術 BR010009-V0323 －

 赤外線調査トータルサポートシステム Jシステム BR020004-V0423 SK-110019-VE

【トンネル】

 PDD(Photo Deformation Drawing )システム TN010023-V0023 －

 走行型高速3Dトンネル点検システム MIMM-R（ミーム・
アール）／MIMM(ミーム)

TN010006-V0423 KK-130026-VE

【附属物】

 支柱路面境界部検査システム － KT-130057-VE 

倉吉河川
国道事務所

【橋梁】
 全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術
 ワイヤ吊下式目視点検ロボット
 社会インフラ画像診断サ-ビス「ひびみっけ」

BR010009-V0323
BR010008-V0323
BR010024-V0323

－
KT-190079-VR
KT-190025-VR
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点検支援技術活用に関する意見について

実務担当者会議（R6.1）における点検支援技術の活用に関する意見について

点検支援技術に関する意見等 意見のあった機関 意見への事務局回答

活用実績につい
て

市町村での活用が進んでいない

 活用検討はするが､経済性で効果が
見込めず活用に至っていない

経済性について

 活用によるコスト縮減が見込めない

 小規模橋梁の点検活用する上で新技
術の費用対効果が低い

 コスト縮減効果が不透明 等

鳥取県､鳥取市､米子市､倉吉市､境
港市､岩美町､湯梨浜町､北栄町､琴
浦町､大山町､南部町､江府町

今後も、点検支援技術の活用事例を収集し、活用が効果的
な（有利となる）ケースについて情報提供していくことと
します

点検支援技術の
選定について

 どのような技術が適しているか分か
らない

若桜町､日吉津村､日南町

国土交通省HP等を参考にしてください

 地方公共団体における新技術活用事例

 点検支援技術性能カタログ

 新技術・新工法について [中国道路MCＨＰ]

 点検支援技術勉強会
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令和５年度 鳥取県道路メンテナンス会議等主催の講習会等

○令和４年度と同様に、自治体職員及び直轄職員の知識・技術力向上を目的に、各講習会等実施予定。

令和５年度の点検等技術向上支援（講習会等）

講習会等名称 内容 開催時期 参加者他 主催

道路構造物の維持管理 舗装・道路付属物・トンネル ５月１２日 １４４名 鳥取県建設技術センター

橋梁点検と補修計画 点検及び補修計画策定時の留意点 ７月１１日 １０５名 鳥取県建設技術センター

橋梁維持補修（PC橋）
橋梁維持補修の現状
施工上の留意点

９月１３日 ７４名 鳥取県建設技術センター

橋梁維持補修（鋼橋）
橋梁維持補修の現状
施工上の留意点

８月２５日 ６６名 鳥取県建設技術センター

橋梁点検実習
定期点検のポイント、留意点
現地での実習、点検調書の作成と診断

１２月６日 ９名 鳥取県建設技術センター

橋梁ストックマネジメント 点検・診断・補修におけるポイント 災害対応のため中止 - 鳥取県建設技術センター

講習会等名称 開催時期 参加者他 主催

「パネル展示」による道路施設の老朽化対策ＰＲ
令和５年度

(H30.４.27～継続実施)
各公共施設等 鳥取県道路メンテナンス会議

＜直営点検関連＞橋梁合同点検（市町村支援）
＜直営点検関連＞橋梁健全性判定会議（市町村支援）

12月～3月
国・県・市町村の

担当者
鳥取県道路メンテナンス会議

＜直営点検関連＞橋梁健全性再判定会議（市町村支援） 令和5年度開催なし
国・県・市町村の

担当者
コンサル

鳥取県道路メンテナンス会議

※令和６年度についても、同講習会等を開催予定

※令和６年度についても、同講習会等を開催予定。加えて点検支援技術勉強会（道路橋・トンネル）を予定
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令和５年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

①２巡目点検橋以降の橋長１５ｍ以下の橋梁又は、単径間で直営点検が実施できると判断した橋梁

②脚立等により近接目視が可能な橋梁

③前回の点検で健全性ⅠかⅡと判定された橋梁

現地点検：鳥取県では令和元年度から試行を実施

全県 鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土

鳥取県
（実施日） R6.1.16 R6.12.6 －※ R5.12.1 －※

9橋 3 4 －※ 2 －※

市町村 159橋（5市町） 105（1市） 0 30（2市町） 24（1市） 0

【直営点検実施状況（橋梁数）】

【直営点検実施状況（のべ参加人数）】

全県 鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土

鳥取県
10人 3 3 －※ 4 －※

0人 0 0 0 0 0

市町村 141（4市町） 105（1市） 0 15（2市町） 21（1市） 0

※ 災害対応により未実施
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令和５年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

①職員による「直営点検」健全性を仮判定した橋梁
②橋梁定期点検した橋梁で、２巡目以降の点検で損傷が進行し、健全性ⅡからⅢに判定された橋梁

健全性判定委員会（県５事務所で専門家の助言を受けて道路管理者が判定）

県 鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土

実施日
3月下旬
（書面）

R6.2.26
－
(対象無し)

3月上旬
（書面）

R6.3.4

構成人数
６人（所長、課
長、参事、室
長他）

８人（所長、課
長、室長、課
長補佐）

６人（局長、課
長、参事、課
長補佐）

７人（局長、課
長、参事、課
長補佐）

７人（局長、課
長、室長、課
長補佐）

県対象橋梁（直営点検） 9橋 3 4 －
※

2 －
※

県対象橋梁（委託業務） 22橋 6 11 0 4 1

市町村対象橋梁（直営） 0橋 0 0 0 0 0

市町村対象橋梁（委託） 0橋 0 0 0 0 0

【県各事務所の健全性判定委員会】

【参加者】
①鳥取県、②鳥取県建設技術センター（助言：専門家）、③委託業務の受託者

※ 災害対応により未実施
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令和５年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

①各事務所の健全性判定委員会で判断の分かれるものや特異な事例の判定
②県内の判定や全国的な判定との整合

鳥取県道路橋健全性再判定会（鳥取県道路メンテナンス会議で実施し、各道路管理者が判定）

県（合計） 鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土

県対象橋梁（直営） 0 0 0 0 0 0

県対象橋梁（委託） 0 0 0 0 0 0

市町村対象橋梁（直営） 0 0 0 0 0 0

市町村対象橋梁（委託） 0 0 0 0 0 0

【鳥取県道路橋健全性再判定会 開催日 書面開催】

※令和５年度は、鳥取県道路橋健全性再判定会の予定は無し
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令和５年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

各市町村の小規模道路橋直営点検結果

令和６年度のスケジュール（案）

【令和５年度成果】
・県と３市２町で１６８橋の直営点検を実施。
・県実施分について、県５事務所で１０人が実施したことにより、各職員の技術力向上が図れた。
・また、市町村実施分について、５市町で延べ１４１人が実施したことにより、各職員の技術力向上が図れた。
・点検コスト（委託費）のうち約42,000千円のコスト縮減が図れた。（250千円×168橋：幅員8m・橋長5～10m・点検車なし）
・健全性判定会で専門家の助言を受けることにより、各事務所・市町村・委託成果の判定基準のバラツキが改善された。

各市町村の小規模橋梁直営点検意向調査（令和６年３月時点）
県 鳥取市 岩美町 若桜町 智頭町 八頭町 倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 米子市 境港市 日吉津村 大山町 南部町 伯耆町 日南町 日野町 江府町

① 直営点検の実施可否 ○ ○ × × × × ○ × ○ × × ○ × × × × × × × ×

② 令和５年度の直営実施予定箇所数 9橋 105橋 × × × × 19橋 × 11橋 × × 24橋 × × × × × × × ×

③ ①の対象橋長 10ｍ以下 ５ｍ以下 × × × × ５ｍ以下 × 10ｍ以下 × × 10ｍ以下 × × × × × × × ×

④ ①の対象橋梁の健全性  Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ × × × × Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ × Ⅰ × × Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ × × × × × × × ×

⑤ ①の対象橋梁のその他条件※１ ①②④⑤ ①② × × × × ①②⑤ × ①②④⑤ × × ①②④⑤ × × × × × × × ×

⑥ 県が試行実施する直営点検への参加状況 - ○ ○※2 ○※2 ○ ○ × ○※2 ○ ○※2 × ○ ○※2 ○※2 ○※2 ○※2 ○※2 × × ×

⑦ 県が試行実施する健全性判定会への参加可否 - ○ ○※3 ○※3 ○ ○ × × ○※3 ○※3 × ○ × ○※3 ○※3 ○※3 ○※3 × × ×

⑧ 建設技術センターの支援（市町村単独） - × 未定 × × × × × × × × × 未定 × × × × × × ×

【各市町村の今年度の直営点検計画】

【県試行直営点検への参加への意向】

【建設技術センターの支援業務について（公共工事発注者支援業務：直営点検支援）】

支援委託業務（道路企画課） 建設技術センター
点検（各事務所） １０～２０橋（現地２日）

診断（各事務所判定会） １日（各事務所）
診断（合同判定会） １日（県庁）
市町村支援（点検） 各事務所合同点検

市町村支援（判定） 判定会合同開催
※スケジュールは目安なので、各事務所で支援委託業務と日程を調整し実施する。
※黒着色は次年度の予定。斜線部は今年度の県の実績。

スケジュール ３月２月１０月 １１月 １２月７月 ８月 ９月４月 ５月 ６月 １月
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〈目的〉健全性判定会は、「直営点検」の健全性判定を適正に行うため及び職員の道路橋梁メンテナンスに関する技術力向上に資することを目的と
する。県の判定会に市町村も参加し、小規模道路橋の点検と判定について助言を受け、技術力向上と知識を取得する。

〈内容〉①職員による「直営点検」で健全性を仮判定した橋梁（市町村は助言を受けたい橋梁）
②橋梁定期点検した橋梁で、２巡目以降の点検で損傷が進行し、健全性ⅡからⅢに判定された橋梁（市町村は助言を受けたい橋梁）
上記①、②の橋梁について専門家（道路メンテナンス事務局、建設技術センター）の助言を受けて道路管理者が判定。
判定会に委員長（各県土整備事務所長・局長）を置き、アドバイザー（専門家）の技術的意見（助言）を受ける。

〈鳥取県道路橋健全性判定会〉
【概要】実施状況：鳥取県土(書面)、八頭県土(R6.2.26)、中部県土（対象無し）、米子県土（書面）、日野県土(R6.3.4)

参 加 者 ：鳥取県、鳥取県建設技術センター、委託業務の受託者 （令和５年度は市町村の参加なし）
【対象橋梁】 ３１橋：県（直営）９橋、県（委託）２２橋 （令和５年度は市町村管理橋梁なし）

〈事例紹介〉～八頭県土整備事務所の取り組み例～
【概要】日 時：令和６年２月２６日（月）

場 所：鳥取県八頭庁舎 第１会議室
参加者：２０名 ＜鳥取県（１１）、建設技術センター（２）、コンサル（７）＞ ※( )は人数。

【対象橋梁】１５橋 ＜県（直営）４橋、県（委託）１１橋 （令和５年度は市町村管理橋梁なし）
【判定結果】仮判定からの変更 ０橋

再判定会に持ち込み ０橋

講習会等実施内容 〈道路橋健全性判定委員会（県内５事務所）〉

点検調書により仮判定した根拠と損傷状況を説明し、専門家の助言を受けるもの。助言を受けて各道路管理者が判定する。
参加の意向がある場合は市町村も参加し、損傷状況と評価のポイントについて学習。また、意見交換（質疑応答）も行っている。

令和５年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み

R6.2.26 健全性判定委員会の様子

整理
番号

管理者 路線 橋梁名 市町村
橋長
（ｍ）

前回点検
健全性

今回点検
仮判定

今回判定 再判定へ 備考

1 鳥取県 県道津山智頭八東線 新１号白玉橋 智頭町口宇波 5.0 Ⅱ Ⅱ Ⅱ 直営

2 鳥取県 県道津山智頭八東線 浅見橋 智頭町西野 10.3 Ⅱ Ⅲ Ⅲ 直営

3 鳥取県 県道津山智頭八東線 鳴滝橋 智頭町八河谷 6.2 Ⅱ Ⅱ Ⅱ 直営

4 鳥取県 県道西谷那岐停車場線 第５大谷橋 智頭町大屋 8.6 Ⅱ Ⅰ Ⅰ 直営

5 鳥取県 県道津山智頭八東線 才代橋 八頭町才代 24.3 Ⅲ Ⅲ Ⅲ 委託

6 鳥取県 県道若桜下三河線 高橋 若桜町吉川 32.2 Ⅱ Ⅲ Ⅲ 委託

7 鳥取県 県道若桜湯村温泉線 赤松橋 若桜町若桜 75.0 Ⅱ Ⅲ Ⅲ 委託

8 鳥取県 県道若桜湯村温泉線 雨滝橋 若桜町諸鹿 33.8 Ⅱ Ⅲ Ⅱ 委託

9 鳥取県 県道津山智頭八東線 小滝橋 智頭町口宇波 5.8 Ⅱ Ⅲ Ⅲ 委託

10 鳥取県 県道津山智頭八東線 赤瀬橋 智頭町新見 25.0 Ⅲ Ⅲ Ⅲ 委託

11 鳥取県 県道津山智頭八東線 坂原橋 智頭町坂原 36.0 Ⅲ Ⅲ Ⅲ 委託

12 鳥取県 県道津山智頭八東線 西野橋 智頭町西野 28.2 Ⅰ Ⅲ Ⅲ 委託

13 鳥取県 県道津山智頭八東線 中島橋１ 智頭町大呂 28.0 Ⅱ Ⅲ Ⅱ 委託

14 鳥取県 県道智頭勝田線 新田橋 智頭町西谷 16.9 Ⅲ Ⅲ Ⅱ 委託

15 鳥取県 県道西宇塚那岐停車場線 馬橋 智頭町西宇塚 17.0 Ⅱ Ⅲ Ⅱ 委託
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